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東医大誌　50（5）：875～913，1992
第129回東京医科大学医学総会
日　時＝平成4年6月19日（金）　午前10時より
　　　　　平成4年6月20日（土）　午前10時より
会場：東京医科大学病院臨床講堂（6階）
当番教室：微生物学教室，臨床病理学教室
特別講演：1．鼻ポリープの成因，成長について
　　　　　　　耳鼻咽喉科学　平出文久　教授（50（5）：687～689）
　　　　　2．老年科の現状と将来の展望
　　　　　　　老年病学高崎優教授（50（5）：690～697）
　　　　　3．ウイルス感染の潜在と顕在
　　　　　　微生物学　水野文雄　教授
　　　　　4．死後経過時間の判定に関する応用法医学的検討
　　　　　　法医学　遠藤任彦　教授（50（5）：698～703）
一般演題：1～36（第1日目），37～76（第2日目）
一般演題一
1発達にともなうヒト舌筋の解剖学的研究
　一筋線維の光学顕微鏡および電子顕微鏡に
　　よる観察一
○佐藤全孝、内野滋雄（解剖学第1）
　ヒト内舌筋の発達における筋線維、筋細線維、
ミトコンドリアなどを光学顕微鏡電子顕微鏡
（透過型、走査型）を用いて観察した。
　研究材料は、いずれも献体による胎児7体
（8，12－32週齢）と成人10体（男性5、女性
5、54－93歳）を用いた。舌の各ブロックを通
法に従いそれぞれの試料を光学顕微鏡、電子顕
微鏡（透過型、走査型）用に作成した。
　光学顕微鏡による所見では筋線維は8週齢に
おいて、多数の交錯する線維の走行を示すが、
明らかな横紋構造は認められない。しかし、三
白が進むに従って発達し、コラーゲン線維と他
の結合組織も増大し、その配列が複雑になって
くる。特に、24週齢から28週齢の間にこれらが
著しく発達してくる。
　走査型電子顕微鏡による所見では、12週齢に
おいて筋線維は小さな塊のようなコラーグン様
線維によって構成され、複雑にからみ合った多
数の線維と筋細線維が筋小胞体に包まれるよう
に存在している。やがて筋細線維と筋小胞体が
区別され、規則的に配列し、あたかも横紋構造
のような像を示す。筋細線維も数本の原線維が
集まって、太い線維を形成してくる。
　透過型電子顕微鏡による所見では筋線維の増
大はそれに含まれるミトコンドリアやグリコー
ゲン穎粒の増大によるものであり、筋細線維も
含め、縦舌筋よりも横舌筋、垂直舌筋が先に発
達してくる。
　このことから、胎生期ですでに内舌筋の各筋
間に差異が見られ、胎生の20～24週齢以降には
筋線維全体が発達してくる。
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